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寒 川町 職員 の勤務 時間 、休 暇等 に関す る条 例施 行規 則新旧 対照 表  

現 行  改 正案  

～ 略～  ～ 略～  

(週 休日の 振替 等 ) (週 休日の 振替 等 ) 

第 5条  （ 略）  第 5条  （ 略）  

2 任命権 者は 、週 休日 の振 替 (条例 第 5条

の 規 定 に 基 づ き 勤 務 日 を 週 休 日 に 変 更

し て 当 該 勤 務 日 に 割 り 振 ら れ た 勤 務 時

間 を 同 条 の 勤 務 す る こ と を 命 ず る 必 要

が ある 日に 割り振 るこ とを いう。以下こ

の 項に おい て同じ。)又 は 4時間 の勤 務時

間 の 割 振 り 変 更 (同 条 の 規 定 に 基 づ き 勤

務 日 (4時 間 の 勤 務 時 間 の み が 割 り 振 ら

れ てい る日 を除く。以下 この 条に おいて

同 じ。)のう ち 4時間 の勤 務時 間を 当該勤

務 日 に 割 り 振 る こ と を や め て 当 該 4時 間

の 勤 務 時 間 を 条 例 第 5条 の 規 定 に よ り 勤

務 す る こ と を 命 ず る 必 要 が あ る 日 に 割

り 振る こと をいう。以下 この 条に おいて

同 じ 。 )を 行 う 場 合 に は 、 週 休 日 の 振 替

又 は 4時 間 の 勤 務 時 間 の 割 振 り 変 更 (以

下 「 週 休 日 の 振 替 等 」 と い う 。 )を 行 つ

た 後に おい て、週休 日が 毎 4週間 につ き 4

日 以上 とな るよう にし 、かつ 、勤 務日等

(条 例 第 1 0条 第 1項 に 規 定 す る 勤 務 日 等

を い う 。 第 6条 第 1項 及 び 第 11条 第 1項 に

お い て 同 じ 。 )が 引 き 続 き 24日 を 超 え な

い よう にし なけれ ばな らな い。  

2 任命権 者は 、週 休日 の振 替 (条例 第 5条

の 規 定 に 基 づ き 勤 務 日 を 週 休 日 に 変 更

し て 当 該 勤 務 日 に 割 り 振 ら れ た 勤 務 時

間 を 同 条 の 勤 務 す る こ と を 命 ず る 必 要

が ある 日に 割 り振 るこ とを いう。以下こ

の 項に おい て同じ。)又 は 4時間 の勤 務時

間 の 割 振 り 変 更 (同 条 の 規 定 に 基 づ き 勤

務 日 (4時 間 の 勤 務 時 間 の み が 割 り 振 ら

れ てい る日 を除く。以下 この 条に おいて

同 じ。)のう ち 4時間 の勤 務時 間を 当該勤

務 日 に 割 り 振 る こ と を や め て 当 該 4時 間

の 勤 務 時 間 を 条 例 第 5条 の 規 定 に よ り 勤

務 す る こ と を 命 ず る 必 要 が あ る 日 に 割

り 振る こと をいう。以下 この 条に おいて

同 じ 。 )を 行 う 場 合 に は 、 週 休 日 の 振 替

又 は 4時 間 の 勤 務 時 間 の 割 振 り 変 更 (以

下 「 週 休 日 の 振 替 等 」 と い う 。 )を 行 つ

た 後に おい て、週休 日が 毎 4週間 につ き 4

日 以上 とな るよう にし 、かつ 、勤 務日等

(条 例 第 1 0条 第 1項 に 規 定 す る 勤 務 日 等

を い う 。 次 条 第 1項  及 び 第 11条 第 1項 に

お い て 同 じ 。 )が 引 き 続 き 24日 を 超 え な

い よう にし なけれ ばな らな い。  

3 （略）  3 （略）  

～ 略～  ～ 略～  

（ 加え る ）  (時 間外勤 務及 び休 日勤 務の 上限 等 ) 

第 10条 の 2 任 命権 者は、職員 に対 し、条

例 第 8条 第 2項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時

間 以 外 の 時 間 に お け る 勤 務 又 は 週 休 日

若 し く は 休 日 に お け る 勤 務 (以 下 こ の 条

に お い て 「 時 間 外 勤 務 等 」 と い う 。 )を

命 ず る 場 合 に は 、 次 に 定 め る 時 間 (以 下

こ の 条 に お い て 「 限 度 時 間 」 と い う 。 )

の 範囲 内で、必要最 小限 の時 間外 勤務等

を 命ず るも のとす る。  

(1) 1か 月 (月 の 初 日 か ら 末 日 ま で の 期

間 をい う。以下こ の条に おい て同 じ。)
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に お い て 時 間 外 勤 務 等 を 命 ず る 時 間

に つい て 45時間  

( 2 )  1年 ( 4月 1日 か ら 翌 年 3月 31日 ま で

の 期間 をい う。以下こ の条 にお いて同

じ 。 )に お い て 時 間 外 勤 務 等 を 命 ず る

時 間に つい て 360時 間  

2  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 任 命 権 者

は 、職員に 対し 、通 常予 見す るこ とので

き な い 業 務 量 の 大 幅 な 増 加 等 に 伴 い 臨

時 的 に 限 度 時 間 を 超 え て 時 間 外 勤 務 等

を 命ず る必 要があ る場 合に は、次 に定め

る 時 間 及 び 月 数 (以 下 こ の 条 に お い て

「 上 限 時 間 等 」 と い う 。 )の 範 囲 内 で 、

必 要 最 小 限 の 時 間 外 勤 務 等 を 命 ず る こ

と がで きる 。  

( 1 )  1か 月 に お い て 時 間 外 勤 務 等 を 命

ず る時 間に ついて 100時 間未 満  

( 2 )  1年 に お い て 時 間 外 勤 務 等 を 命 ず

る 時間 につ いて 720時間  

( 3 )  1か 月 ご と に 区 分 し た 各 期 間 に 当

該 各 期 間 の 直 前 の 1か 月 、 2か 月 、 3か

月 、4か月 及び 5か月の 期間 を加 えたそ

れ ぞ れ の 期 間 に お い て 時 間 外 勤 務 等

を 命 ず る 時 間 の 1か 月 当 た り の 平 均 時

間 につ いて 80時間  

(4) 1年 の う ち 1か 月 に お い て 45時 間 を

超 え て 時 間 外 勤 務 等 を 命 ず る 月 数 に

つ いて 6か 月  

3 任命権 者は 、災 害そ の他 避け ること の

で き な い 事 由 に よ っ て 臨 時 の 必 要 が あ

る 場合 には、限度時 間又 は上 限時 間等を

超 えて 、職 員に 対し 、時 間外 勤務 等を命

ず るこ とが できる 。こ の場 合に おいて、

任 命権 者は、当該超 えた 部分 の時 間外勤

務 等を 必要 最小限 のも のと し、かつ 、当

該 職 員 の 健 康 の 確 保 に 最 大 限 の 配 慮 を

し なけ れば ならな い。  

4 任命権 者は、前項の 規定 によ り、職員

に 対し、上限 時間等 を超 えて 時間 外勤務

等 を命 じた ときは、当該 時間 外勤 務等に

係 る要 因の 整理、分 析及 び検 証を 行わな

け れば なら ない。  
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5 前 各項 の規 定は 、次 に掲 げる 職員に つ

い ては 、適 用しな い。  

(1) 労 働 基準 法 (昭和 22年 法律 第 49号。

以 下 「 労 基 法 」 と い う 。 )第 36条 に 規

定 す る 協 定 に 基 づ き 時 間 外 勤 務 等 の

上 限が 定め られる 職員  

(2) 条 例 の 適 用 を 受 け る 職 員 と な っ た

国 又は 他の 地方公 共団 体等 の職 員、国

又 は 他 の 地 方 公 共 団 体 等 の 職 員 と な

っ た 職 員 (条 例 の 適 用 を 受 け る 職 員 に

限 る 。 )そ の 他 こ れ ら に 類 す る 職 員 の

う ち、 任命 権者が 定め る職 員  

第 10条 の 2・第 10条 の 3 （略）  第 10条 の 3・第 10条 の 4 （略）  

第 10条 の 4 条 例 第 8条 の 2第 1項 の 規 定 に

よ る 請 求 が さ れ た 後 深 夜 勤 務 制 限 開 始

日 とさ れた 日の前 日ま でに、次の 各号に

掲 げ る い ず れ か の 事 由 が 生 じ た 場 合 に

は、当該 請求 はされ なか つた もの とみな

す 。  

第 10条 の 5 条 例 第 8条 の 2第 1項 の 規 定 に

よ る 請 求 が さ れ た 後 深 夜 勤 務 制 限 開 始

日 とさ れた 日の前 日ま でに、次の 各号に

掲 げ る い ず れ か の 事 由 が 生 じ た 場 合 に

は、当該 請求 はされ なか つた もの とみな

す 。  

(1)～ (4) （ 略）  (1)～ (4) （ 略）  

(5) 当 該 請 求 を し た 職 員 の 配 偶 者 で 当

該 請求 に係 る子の 親で ある もの が、深

夜 に お い て 常 態 と し て 当 該 子 を 養 育

す る こ と が で き る も の と し て 第 1 0条

の 2に 定 め る 者 に 該 当 す る こ と と な つ

た 場合  

(5) 当 該 請 求 を し た 職 員 の 配 偶 者 で 当

該 請求 に係 る子の 親で ある もの が、深

夜 に お い て 常 態 と し て 当 該 子 を 養 育

す る こ と が で き る も の と し て 第 1 0条

の 3に 定 め る 者 に 該 当 す る こ と と な つ

た 場合  

2～ 4 （略 ）  2～ 4 （略 ）  

(介 護を行 う職 員の 深夜 勤務 の制 限 ) (介 護を行 う職 員の 深夜 勤務 の制 限 ) 

第 1 0条 の 5  前 3条 (前 条 第 1項 第 3号 か ら

第 5号 ま で を 除 く 。 )の 規 定 は 、 条 例 第 1

5条 第 1項 に 規 定 す る 日 常 生 活 を 営 む の

に 支 障 が あ る 者 (以 下 「 要 介 護 者 」 と い

う。)を介護 する 職員に つい て準 用する 。

こ の 場 合 に お い て 、 第 10条 の 2第 2号 中

「 子」とあ るの は「要 介護 者」と、「養

育 」 と あ る の は 「 介 護 」 と 、 前 条 第 1項

第 1号 中 「 子 」 と あ る の は 「 要 介 護 者 」

と 、 同 項 第 2号 中 「 子 が 離 縁 又 は 養 子 縁

組 の 取 消 し に よ り 当 該 請 求 を し た 職 員

の 子で なく なつた 」と ある のは「要 介護

者 と 当 該 請 求 を し た 職 員 と の 親 族 関 係

第 1 0条 の 6  前 3条 (前 条 第 1項 第 3号 か ら

第 5号 ま で を 除 く 。 )の 規 定 は 、 条 例 第 1

5条 第 1項 に 規 定 す る 日 常 生 活 を 営 む の

に 支 障 が あ る 者 (以 下 「 要 介 護 者 」 と い

う。)を介護 する 職員に つい て準 用する 。

こ の 場 合 に お い て 、 第 10条 の 3第 2号 中

「 子」とあ るの は「要 介護 者」と、「養

育 」 と あ る の は 「 介 護 」 と 、 前 条 第 1項

第 1号 中 「 子 」 と あ る の は 「 要 介 護 者 」

と 、 同 項 第 2号 中 「 子 が 離 縁 又 は 養 子 縁

組 の 取 消 し に よ り 当 該 請 求 を し た 職 員

の 子で なく なつた 」と ある のは「要 介護

者 と 当 該 請 求 を し た 職 員 と の 親 族 関 係
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が 消滅 した 」と読 み替 える もの とする。 が 消滅 した 」と読 み替 える もの とする。 

第 10条 の 6～第 10条 の 9 （略）  第 10条 の 7～第 10条 の 10 （ 略）  

(時 間外勤 務代 休時 間の 指定 ) (時 間外勤 務代 休時 間の 指定 ) 

第 10条 の 10 （略 ）  第 10条 の 11 （略 ）  

2 任命権 者は 、条 例第 8条の 3の 規定に 基

づ き 時 間 外 勤 務 代 休 時 間 (同 項      に

規 定す る時 間外勤 務代 休時 間を 言う。以

下 同 じ 。 )を 指 定 す る 場 合 に は 、 前 項 に

規 定 す る 期 間 内 に あ る 勤 務 日 等 (休 日 及

び 代 休 日 (条 例 第 1 0条 第 1項 に 規 定 す る

代 休日 を言 う。以下同 じ。)を除く 。第 4

項 に お い て 同 じ 。 )に 割 り 振 ら れ た 勤 務

時 間の うち、時間外 勤務 代休 時間 の指定

に 代 え よ う と す る 時 間 外 勤 務 手 当 の 支

給 に 係 る 60時 間 超 過 月 に お け る 給 与 条

例 第 12条 第 5項 の 適 用 を 受 け る 時 間 (以

下 「 60時 間 超 過 時 間 」 と い う 。 )の 次 の

各 号に 掲げ る区分 に応 じ、当 該各 号に 定

め る 時 間 数 の 時 間 を 指 定 す る も の と す

る 。  

2 任命権 者は 、条 例第 8条の 3の 規定に 基

づ き 時 間 外 勤 務 代 休 時 間 (同 条 第 1項 に

規 定す る時 間外勤 務代 休時 間を 言う。以

下 同 じ 。 )を 指 定 す る 場 合 に は 、 前 項 に

規 定 す る 期 間 内 に あ る 勤 務 日 等 (休 日 及

び 代 休 日 (条 例 第 1 0条 第 1項 に 規 定 す る

代 休日 を言 う。以下同 じ。)を除く 。第 4

項 に お い て 同 じ 。 )に 割 り 振 ら れ た 勤 務

時 間の うち、時間外 勤務 代休 時間 の指定

に 代 え よ う と す る 時 間 外 勤 務 手 当 の 支

給 に 係 る 60時 間 超 過 月 に お け る 給 与 条

例 第 12条 第 5項 の 適 用 を 受 け る 時 間 (以

下 「 60時 間 超 過 時 間 」 と い う 。 )の 次 の

各 号に 掲げ る区分 に応 じ、当 該各 号に定

め る 時 間 数 の 時 間 を 指 定 す る も の と す

る 。  

(1)～ (3) （ 略）  (1)～ (3) （ 略）  

3～ 7 （略 ）  3～ 7 （略 ）  

～ 略～  ～ 略～  

(年 次休暇 の日 数 ) (年 次休暇 の日 数 ) 

第 12条  条 例 第 12条 第 1項 第 1号 の 規 則 で

定 める 日数 は、次の 各号 に掲 げる 職員の

区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 掲 げ る 日 数 (1

日 未満 の端 数があ ると きは、これ を四捨

五 入 し て 得 た 日 数 )と す る 。 た だ し 、 そ

の 日 数 が 労 働 基 準 法 (昭 和 22年 法 律 第 49

号 )第 39条 の 規 定 に よ り 付 与 す べ き も の

と され てい る日数 を 下 回る 場合 には、同

条 の 規 定 に よ り 付 与 す べ き も の と さ れ

て いる 日数 とする 。  

第 12条  条 例 第 12条 第 1項 第 1号 の 規 則 で

定 める 日数 は、次の 各号 に掲 げる 職員の

区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 掲 げ る 日 数 (1

日 未満 の端 数があ ると きは、これ を四捨

五 入 し て 得 た 日 数 )と す る 。 た だ し 、 そ

の 日 数 が 労 基 法                      

   第 39条 の 規 定 に よ り 付 与 す べ き も の

と され てい る日数 を下 回る 場合 には、同

条 の 規 定 に よ り 付 与 す べ き も の と さ れ

て いる 日数 とする 。  

(1)・ (2) （ 略）  (1)・ (2) （ 略）  

2 前項の 規定 に か かわ らず 、労 働基 準法

第 39条 第 1項 又 は 第 2項 に 規 定 す る 継 続

勤 務 年 数 の 計 算 に 当 た り 地 方 公 務 員 法

(昭 和 25年 法 律 第 261号 )第 28条 の 5第 1項

又 は 第 28条 の 6第 2項 の 規 定 に よ る 採 用

後 の 勤 務 が 退 職 以 前 の 勤 務 と 継 続 す る

2 前項の 規定 にか かわ らず 、労 基法     

第 3 9条 第 1項 又 は 第 2項 に 規 定 す る 継 続

勤 務 年 数 の 計 算 に 当 た り 地 方 公 務 員 法

(昭 和 25年 法 律 第 261号 )第 28条 の 5第 1項

又 は 第 28条 の 6第 2項 の 規 定 に よ る 採 用

後 の 勤 務 が 退 職 以 前 の 勤 務 と 継 続 す る
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も の と さ れ る 者 の 当 該 採 用 さ れ た 年 に

お ける 年次 休暇の 日数 は、当 該採 用後の

勤 務 と 退 職 以 前 の 勤 務 と が 継 続 す る も

の とみ なし た場合 にお ける 日数 とする。 

も の と さ れ る 者 の 当 該 採 用 さ れ た 年 に

お ける 年次 休暇の 日数 は、当 該採 用後の

勤 務 と 退 職 以 前 の 勤 務 と が 継 続 す る も

の とみ なし た場合 にお ける 日数 とする。 

～ 略～  ～ 略～  

(特 別休暇 ) (特 別休暇 ) 

第 16条  条 例 第 14条 の 規 則 で 定 め る 場 合

は 、次の各 号に 掲げる 場合 とし 、そ の期

間 は、 当該 各号に 掲げ る期 間と する。  

第 16条  条 例 第 14条 の 規 則 で 定 め る 場 合

は 、次の各 号に 掲げる 場合 とし 、そ の期

間 は、 当該 各号に 掲げ る期 間と する。  

(1)～ (7) （ 略）  (1)～ (7) （ 略）  

( 8 )  生 後 満 1年 に 達 し な い 子 を 養 育 す

る 職員 が、そ の子の保 育の ため に必要

と 認 め ら れ る 授 乳 等 を 行 う 場 合  1日

2回 そ れ ぞ れ 3 0分 以 内 の 期 間 (男 子 職

員 にあ って は、その子 の当 該職 員以外

の 親 (当 該 子 に つ い て 民 法 第 817条 の 2

第 1項 の 規 定 に よ り 特 別 養 子 縁 組 の 成

立 に つ い て 家 庭 裁 判 所 に 請 求 し た 者

(当 該 請 求 に 係 る 家 事 審 判 事 件 が 裁 判

所 に 係 属 し て い る 場 合 に 限 る 。 )で あ

つ て 当 該 子 を 現 に 監 護 す る も の 又 は

児 童 福 祉 法 第 2 7条 第 1項 第 3号 の 規 定

に よ り 当 該 子 を 委 託 さ れ て い る 養 子

縁 組 里 親 で あ る 者 若 し く は 養 育 里 親

で あ る 者 (同 条 第 4項 に 規 定 す る 者 の

意 に反 する ため、 同項 の規 定に より、

養 子 縁 組 養 親 と し て 委 託 す る こ と が

で きな い者 に限る 。)を 含む 。)が 当該

職 員 が こ の 号 の 休 暇 を 使 用 し よ う と

す る 日 に お け る こ の 号 の 休 暇 (こ れ に

相 当 す る 休 暇 を 含 む 。 )を 承 認 さ れ 、

又 は 労 働 基 準 法 (昭 和 2 2年 法 律 第 4 9

号 )第 67条 の 規 定 に よ り 同 日 に お け る

育 児時 間を 請求し た場 合は、1日 2回そ

れ ぞ れ 3 0分 か ら 当 該 承 認 又 は 請 求 に

係 る 各 回 ご と の 期 間 を 差 し 引 い た 期

間 を超 えな い期間 ) 

( 8 )  生 後 満 1年 に 達 し な い 子 を 養 育 す

る 職員 が、そ の子の保 育の ため に必要

と 認 め ら れ る 授 乳 等 を 行 う 場 合  1日

2回 そ れ ぞ れ 3 0分 以 内 の 期 間 (男 子 職

員 にあ って は、その子 の当 該職 員以外

の 親 (当 該 子 に つ い て 民 法 第 817条 の 2

第 1項 の 規 定 に よ り 特 別 養 子 縁 組 の 成

立 に つ い て 家 庭 裁 判 所 に 請 求 し た 者

(当 該 請 求 に 係 る 家 事 審 判 事 件 が 裁 判

所 に 係 属 し て い る 場 合 に 限 る 。 )で あ

つ て 当 該 子 を 現 に 監 護 す る も の 又 は

児 童 福 祉 法 第 2 7条 第 1項 第 3号 の 規 定

に よ り 当 該 子 を 委 託 さ れ て い る 養 子

縁 組 里 親 で あ る 者 若 し く は 養 育 里 親

で あ る 者 (同 条 第 4項 に 規 定 す る 者 の

意 に反 する ため、 同項 の規 定に より、

養 子 縁 組 養 親 と し て 委 託 す る こ と が

で きな い者 に限る 。)を 含む 。)が 当該

職 員 が こ の 号 の 休 暇 を 使 用 し よ う と

す る 日 に お け る こ の 号 の 休 暇 (こ れ に

相 当 す る 休 暇 を 含 む 。 )を 承 認 さ れ 、

又 は 労 基 法                        

 第 67条 の 規 定 に よ り 同 日 に お け る 育

児 時間 を請 求した 場合 は、1日 2回 それ

ぞ れ 3 0分 か ら 当 該 承 認 又 は 請 求 に 係

る 各 回 ご と の 期 間 を 差 し 引 い た 期 間

を 超え ない 期間 ) 

(9)～ (21) （ 略）  (9)～ (21) （ 略）  

2～ 4 （略 ）  2～ 4 （略 ）  

～ 略～  ～ 略～  

(別 段の定 め ) (別 段の定 め ) 
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第 24条  任 命 権 者 は 、 業 務 若 し く は 勤 務

条 件の 特殊 性又は 季節 的事 情に より、第

4条 、 第 5条 、 第 7条 第 1項 及 び 第 11条 第 1

項 の規 定に よると、能率 を甚 だし く阻害

し、又は 職員 の健康 若し くは 安全 に有害

な 影響 を及 ぼす場 合に は、町 長の 承認を

得 て、週休 日、勤務時 間の 割振 り、週休

日 の振 替等 、休息時 間 又 は代 休日 の指定

に つ い て 別 段 の 定 め を す る こ と が で き

る 。  

第 24条  任 命 権 者 は 、 業 務 若 し く は 勤 務

条 件の 特殊 性又は 季節 的事 情に より、第

4条 、 第 5条             及 び 第 11条 第 1

項 の規 定に よると、能率 を甚 だし く阻害

し、又は 職員 の健康 若し くは 安全 に有害

な 影響 を及 ぼす場 合に は、町 長 の 承認を

得 て、週休 日、勤務時 間の 割振 り、週休

日 の 振 替 等     又 は 代 休 日 の 指 定

に つ い て 別 段 の 定 め を す る こ と が で き

る 。  

 附  則  

 (施 行期日 ) 

1 この規 則は 、令和 2年 4月 1日か ら施行 す

る 。  

 (経 過措置 ) 

2 令 和 2年 8月 31日 まで の 間に お ける 改正

後 の 第 10条 の 2第 2項第 3号 の規 定 の適 用

に つ い ては 、同 号 中「 5か 月の 期 間」 と

あ るの は、「 5か月の期 間 (令和 2年 4月以

後 の期 間に 限る。 )」と する 。  

 


